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１ はじめに
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ぐんまフラワーパークは、県民に花と緑の憩いの場及び花と緑の

学習の場を提供するとともに、花き産業の発展と地域振興を目的に、

平成４年４月２３日に開園し、県内外からの入園者数は、１,０００

万人を超えている。

一方、開園当初の入園者は年間約８９万人であったが、現在では

約１９万人まで落ち込んでいる。また、開園から３０年が経過し、

施設の老朽化が著しく進んでいる。さらに、県有施設として年間約

１億７千万円の指定管理料を支出して運営を行っている。

このことから、令和３年３月に公表された「県有施設のあり方見

直し最終報告」において、今後のフラワーパークのあり方として、

県有施設としての必要性や見直しの方向性が示された。

この見直し方針に基づき、広く民間事業者から事業アイデアを収

集するためのサウンディング型市場調査を実施し、同年１０月にそ

の調査結果を取りまとめ、事業の実現可能性等の検証を行い、今後

のフラワーパークの方向性の検討を行ってきた。

本リニューアル基本計画は、サウンディング型市場調査結果等を

踏まえ、民間のアイデアを活用したリブランディングによる改修に

より、集客力と収益性を高め、独立採算によるサステイナブルな施

設運営を行うためのリニューアル基本方針等をまとめたものである。



２ 施設概要

概要

所在地 ：群馬県前橋市柏倉町２４７１番地７

敷地面積：フラワーパーク 182,260.14㎡

花と緑の学習館 32,994.80㎡

開園日 ：平成４年４月２３日

建設費等：約７２億円（設置当初）

【施設等のリニューアル】

H15 夜間照明施設設置、イングリッシュガーデン整備

H29 農産物直売所の設置

運営方式：平成4～平成17年度 管理委託制度

財団法人群馬県フラワー協会

平成18～令和4年度 指定管理者制度

株式会社ぐんまフラワー管理

正面ゲート ぐんまの池

フラトピア花壇、パークタワー 中央エリア全景
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フラワーホール イングリッシュガーデン

日本庭園 温室

わんぱく広場
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ぐんまフラワーパーク入場者数と収入の推移

収入 収入 指定管理料 収入 利用料金収入 収入 自主事業収入 収入 その他事業収入 入園者数

指定管理者制度導入

利用料金制度導入

競合施設や新たな花の見所が増加したことにより、開園以降、入園者数

の減少傾向が続いている。平成１８年度から指定管理者制度を導入し、民

間事業者による管理運営を行っているが、入園者数の増加にはつながらず、

指定管理者制度導入以降、２５万人前後で横ばいとなっている。さらに、

令和２年度以降はコロナの影響もあるが、更に減少傾向となっている。

現状のままでは、将来的に入園者数は更に減少していくことが予想され

る。
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３ 現状と課題

入園者数の減少

入園者数の推移： H４ ８９万人 → H１１ ４４万人 →  R３ １９万人



春（４～５月）にチューリップやバラが見頃となり、年間の入園者数の

３～４割あり、この時期がフラワーパークの繁忙期となる。

秋（１０～１１月）は秋バラが見頃となり、冬のイルミネーション（１

１月～１月上旬）が開催されるため、春に続いて入園者数が多くなる時期

となる。

夏（７～８月）と冬（２～３月）は、見頃となる花がなく、屋外施設と

いうこともあり、閑散期ができてしまっている。
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（令和２年度アンケートより）
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• 県の指定管理料約１億７千万円が収入の約５割を占める。

• 入園者数の減少に伴い、入園料収入やレストラン、売店等の自主事業収

入も減少傾向にある。

• 物販、レストラン等の客単価が低く、売店での販売物やレストランのメ

ニュー等について、改善・工夫の余地がある。
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収支の状況
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過去のぐんまフラワーパーク評価委員会、入園者アンケート及びサウン

ディング型市場調査の指摘事項等

ア 全般

• 様々なエリアがあり、１年を通じて四季の花が楽しめるというメ

リットがある反面、テーマやコンセプトが不明瞭。

• 花の体感やインパクトが弱い。

• 回遊性をつくる工夫が弱く、ゆっくり過ごせる場所・コンテンツが

不足している。

• 夏や冬など閑散期が発生している。

• 開園当初からの革新が少ない（ハード面、ソフト面）。

• ローカル性・独自性が弱い。

• 自動車以外のアクセスが弱い。

イ ハード

• 施設の老朽化

開園から３０年が経過し、老朽化が著しい。

景観を乱しているものや機能性に劣るものがある。

• コンクリートの建築物・園路など人工物の面積が多い。

• 夏場は、日陰で休める場所が少ない。

ウ ソフト

• 「花を見る」以外の体験型コンテンツが不足している。

• レストラン・売店等のメニューに地産地消の観点が弱い。

エ 管理運営

• レストラン・売店など自主事業の収益性が低い。

施設課題



４ 社会的背景

（１）近年の社会経済状況の変化
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ア 生き方、暮らし方の変化

• Well-being（心身ともに健康な生き方）

• Sustainable（地球環境や自然と共生する暮らし方）

• Green&Relax（自然と共生することで知的生産性を向上）

イ 社会環境

• ニューノーマルへの対応

• 働き方改革（テレワーク、ワーケーション）

• デジタル・トランスフォーメーション

コト消費・トキ消費を背景に、型にハマった観光地巡りから、旅行先で

の非日常体験やオリジナルのストーリーを楽しむフリースタイルへの旅が

定着し、個人旅行が主流となっている。

コロナ禍や自然志向などを背景にし、様々な旅行スタイルが登場してい

る。近年の旅行スタイルでは、都市を離れた山村や田園地帯、高原など、

自然環境豊かな場所でゆったり、思い思いに過ごすスタイルが注目されて

いる。

【群馬県の観光施策の方向性】
• ニューノーマルに対応した観光地づくり
• 新しい価値や魅力を創造・発信
• ウィズコロナ時代の「変化」に柔軟に対応

少子高齢化、人口減少、環境問題、グローバルな都市間競争の激化、社

会資本の老朽化、財政面・人員面の制約の深刻化、国民の価値観の多様化

など、大きな社会状況の変化が起こっている。

また、新型コロナウイルス感染症を踏まえたニューノーマル社会への対

応、地球環境問題の新たな潮流、デジタル・トランスフォーメーションの

進展など、近年も大きな社会経済状況の変化が起こっている。

（２）ライフスタイル・社会環境の変化

（３）観光・旅行のトレンド



【新・群馬県総合計画】

11

５ 群馬県の目指す方向

群馬県のビジョンを踏まえ、フラワーパークが持つ「快疎な空間」
を活かして、都市にはない新たな価値や魅力を生み出す場とする。

ビジョンでは、2040年に目指す姿として、「誰一人取り残されることが

ない」こと、「幸福を実感できる」こと、そして「自立分散型の社会」で

あることを描いている。

ニューノーマルでは空間的に広く、密ではない地域へのニーズが高まっ

た。ゆとりのある生活空間が安全・安心のベースとなり、他にはない価値

を持ち、安定した地域だけが人々を惹きつける求心力を持ち、勝ち残る。

群馬県が目指すのは、人々を惹きつける「快疎」と定義した。

近未来構想である「リトリートの聖地」「クリエイティブの発信源」

「レジリエンスの拠点」に向け、新しい群馬県を切り開き、未来へ投資す

るためのさまざまな取組を進めていく。

目指すは「快疎」な群馬県



スローシティ×デジタルグリーンシティを掲げ、

共助型未来都市を目指す前橋市と連携し、赤城エリアの活性化を図る。

前橋市との連携

赤城を中心としたスローシティやエコツーリズムの推進、

めぶくID導入などのデジタル基盤整備によるスマートシティ等、

前橋市の施策と連動させる。
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ぐんまフラワーパークのあり方検討に係る県・前橋市ワーキンググループ
「県都前橋の活性化と群馬県の発展を考えるプロジェクトチーム」で具体的な連携を模索する。

○スローシティ地域づくり、赤城山ツーリズム
・グリーンツーリズム・エコツーリズム・農泊、マルシェの開催等

○デジタル
・めぶくＩＤ（マイナンバーカードをトラストアンカーとして使用した個人認証サービス）

○交通手段
・MaeMaas（一人一人の移動ニーズに対応して、複数のモビリティサービスをシームレスかつ

最適に組み合わせて一括提供するサービス）

・あかぎCogbe（クロスバイク型回生電動アシスト自転車のシェアサイクル）

○地域資源の魅力発信
・特産品や文化財等の地域資源の利活用

×
前橋・赤城スローシティ



（１）リニューアルに至った経緯
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６ リニューアル基本方針

●見直し対象施設の選定（令和元年１１月～令和２年２月）

県有施設９１施設のうち、ぐんまフラワーパークを含む１０施設が見直

しの対象となった。見直しの対象施設は、県の支出超過が大きいもの、近

い将来に多額の改修費が見込まれるもの、民間活力の活用等が見込まれる

もの、利用者数が低迷しているものといった視点から選定された。

●中間報告の公表（令和２年１０月）

県議会行財政改革特別委員会で公表

県有施設としての必要性：維持する必要性は低い

（集客施設としての役割が中心、民間等で運営した方がより効果的な運営が可能）

見直しの方向性：民間への移管等を検討

●県議会「『県有施設のあり方見直し中間報告』に関する決議」
（令和２年１２月）

民間への移管は、経済性が優先され、赤字になれば廃止も考えられるこ

とから、運営方法について、前橋市及び関係団体等との協議を綿密に行い、

県有施設としてのあり方を検討すること。



●県有施設のあり方見直し最終報告（令和３年３月）
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●サウンディング型市場調査の実施 （令和３年６月～１０月）

民間の自由な発想に基づく幅広い事業アイデアを収集し、民間事業者の

参入条件等を把握

• 県有施設としての必要性

「県の関与が大きいまま、施設を維持する必要性は低い」

• 見直しの方向性

「前橋市と連携し、コンセッション方式による運営又は

民間売却に向けた手続を進める」

ぐんまフラワーパークについては、入園者数の減少、リニューアルのた

めの多額の改修費等が課題であり、更なる民間活力の活用が可能であるた

め、下記の検討の方向性が示された。

新たな魅力創出や集客力向上に寄与する事業を展開し、

収益性を飛躍的に向上させる施設運営案を全国から募集

【事業アイデアの募集内容】

• コンセプトと集客ターゲットを明確化した戦略

• 新たな魅力創出、ブランド力向上による収益性の向上

指定管理料に頼らないビジネスモデルを確立
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○個別対話参加者数

３社

○対話の概要

①事業アイデア

• 花を「見る」だけでなく、「体感」できる施設へ

• 既存の機能（花と緑に親しむ憩いの場、花と緑に関する学習の場の提

供）に加え、新たな体験メニューを追加

• 観光の拠点、地域コミュニティの場などHUBとしての機能

• 体験型テーマパークとして、新たなアトラクションや体験型コンテンツ

を設置

• キャンプ・グランピングなど泊まれる機能の追加

• 入場料制の廃止

②事業方式

• 事業方式は、コンセッション方式又は指定管理者制度

（事業期間は投資が回収できる程度の期間が必要）

• 公共による初期投資を行えば、独立採算での事業実施も可能

さらに、民間投資による収益施設の設置等の可能性もある。

●県による見直しの方向性の整理 （令和３年１１月～令和４年３月）

サウンディング型市場調査の結果を踏まえ、事業の実現可能性の検証

等を実施

• 既存建物の調査

• リニューアルアイデアの検討、概算の改修工事費

• 事業の実現性の検証（収益性及び運営収支の見通し）

• 事業手法の検討

●見直し方針の決定 （令和４年３月）

• 民間のアイデアを活用したリニューアル改修により、独立採算に

よるサステイナブルな施設運営が可能と判断

• 県有施設（フラワーパーク）として存続の方向で検討

【対話結果】
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リニューアルに当たっての視点①

【ライフスタイルの変化からの視点】

• ライフスタイルの変化を踏まえ、利用者がどのような生き方、暮らし方を

志向しているのかを踏まえたリニューアルが求められる。

→ Well-beingの向上

→ ワーケーションなど働く場所となる選択肢

• フラワーパークには美しい花・豊かな自然がある。

→ 「コト消費／トキ消費」「健康」「癒し」

「生きがい・趣味」などの要素を絡めた事業展開

【観光・旅行のトレンドからの視点】

• 花と緑をテーマとするフラワーパークには、近年の旅行スタイルに応えら

れるポテンシャルを持っている。

→  単に花を見る公園ではなく、来場者自身が楽しみ方、過ごし方を選択

できる体験型コンテンツの充実

→  ここにしかない、ここでしか体験できないコンテンツを提供
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リニューアルに当たっての視点②

【群馬県の目指す方向性からの視点】

■リトリート

• 花や自然をフラワーパークで体感することにより、忙しい日々から離れ、

疲れた心とカラダをリセットする。

→  群馬県に来て元気になってもらう。

• 温泉地との連携や高付加価値のサービス体験との組み合わせにより、長

期滞在型の観光とする。

【食で心とカラダを満たす】

• こだわりを持って生産された農産物（有機栽培野菜や農家手作り

の加工品）など地球環境や健康に配慮した食品を販売・提供する。

【カラダで癒しの時間】

• ヨガやツリークライミング等を開催し、心とカラダを癒やす。

■多文化共生・共創社会の実現

国籍・民族の異なる人々が、花を通して出会い、つながり、新たな価値を創

造し、地域に活力をもたらす場とする。
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リニューアルに当たっての視点③

【官民連携・持続可能な公園管理からの視点】

• 民間事業者のアイデア・ノウハウを最大限に活用し、ブランド戦略を再構

築した上で改修を行う。

• 新たな価値・魅力を創出し、集客力と収益性を高めることにより、独立採

算での持続可能な公園管理・運営の実現を目指す。

• 持続可能な公園管理の実現に当たっては、県の制約をなるべく設けず、民

間事業者の自由な発想・アイデアが発揮される事業手法とする。



- 目指すべき姿 -

群馬県の良さを体感できるフラワーパークとして、

群馬県民が愛着と誇りの持てる施設

花はもちろん、魅力的な体験コンテンツがあり、

何度も訪れ、長く滞在したくなる施設

北関東圏に観光・旅行したい人の選択肢となり、

更には国内外から県内への誘客を促進する施設

- リニューアルの基本方針 -

① 集客力・収益性を向上させ、独立採算で運営

② 既存のポテンシャルを最大限に活用した施設の有効活用

• 建築物のリノベーション

• エリアの特色を活かした施設の有効活用

③ 花を「見る」だけでなく、「体感」できる機能を強化

（食やアクティビティなど五感を通して楽しめる仕掛け）

④ ワーケーションなど新たな機能の追加

⑤ 花き振興、観光ハブ拠点としての機能強化
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（２）リニューアル基本方針



花を「見る」だけでなく、花の素晴らしさを「体感」し、

来場者自身が楽しみ方・過ごし方を選択できる場所

花と遊ぶフラワーパーク

見るだけで
終わらない体感

老若男女が
開放的に楽しむ没入感と、

独自性を生み出す
世界観

20

（３）コンセプト



入園者数

平均客単価

収支見通し
（営業利益）

３５万人
（現在１９万人）

約２，０００円
（現在８８０円）

入園料 １，０００円
自主事業収入 １，０００円

黒字 [管理委託料０円]
（現在 指定管理料１．７億円）

県投資分を回収（利益の一部）
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（４）管理運営計画（目標）

• 民間事業者のアイデア・ノウハウを最大限活用し、新たな魅力を創出す

ることにより、集客力と収益性を飛躍的に向上させる。

• 集客力・収益性の向上により、独立採算制
※

を目指す。

※リニューアル後の管理運営にかかる県負担０円



話題性の創出

施設の顔となる
花畑づくり

満足度の向上
コンセプトを
体感できる

空間やサービス

マンネリの防止
季節により変化する

様々な体験
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（５）ブランド戦略

ブランディング方針

ぐんまフラワーパークの保有する既存の多様な施設に、

統一感のあるデザインにより魅力を付加し、

話題を呼び、何度も訪れ、長く滞在したくなる施設を目指す
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イメージ戦略

SYMBOL COLORS × SIGNATURE FLOWER
（季節の特別感／目的化） （施設としての印象づくり／らしさの演出）

季節毎に象徴となる「花」と「花の色」を設定することで、

ぐんまフラワーパークの独自のブランドイメージを浸透させる



②大花壇・パークタワー

⑧農園

⑤日本庭園

⑥温室

①正面ゲート

⑫北ゲート

④ショッピングビレッジ

③バラ園

⑩子ども向け広場

⑨こもれびの森

⑪芝生の丘

⑬南駐車場

⑭北駐車場

⑮花と緑の学習館
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全体配置図

⑦フラワーホール

（６）整備方針

■ランドスケープ

これまでのエリアの特色を活かしつつ、新たな魅力を付加する。

• 話題となる花畑づくり

• 花の体感度を向上させる仕掛け

■建築物

既存の建築物を最大限活用し、リノベーションする。

• 花やグリーンによる室内装飾

（室内でも花の体感度を向上させる仕掛け）

• 統一されたデザイン

• 施設整備への地域資源の活用（県産木材の使用等）



① 正面ゲート・売店

ワクワク感やエントランスでの賑わいを創出するよう、 ゲート周辺を

一体的に改修する。

正面ゲート、農産物直売所の既存建物を活用し、リノベーションする。

② 大花壇・パークタワー（展望棟）

■大花壇

花畑に高低差・奥行きなど立体感を持たせることにより、花との

距離を縮め、花に没入できる空間を造る。

SYMBOL  COLORS、SIGNATURE  FLOWERを設定することで、

風景としてのインパクトを演出する。

■パーク・タワー（展望棟）

登はん性のツタ植物で覆うなど、人工物の印象をやわらげる工夫

を行う。

ブリッジの既存手すり、ブリッジ床については腐食が進んでいる

ため、新設を検討する。
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エリア別の整備方針
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③ バラ園

現在、400品種1,700株あるバラを３倍の約5,000株程度に増やす。

既存アーチを撤去し、新たに整備する。

舗装が劣化しているため、舗装を整備し直す。

④ ショッピングビレッジ（レストラン・売店）

レストラン・売店においては、室内にもグリーンや花の装飾を加え、

フラワーパークとしての体感度を向上させる。

既存建物を活用し、リノベーションする（現況調査に基づき、屋根の

防水・補修工事を行う）。
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⑤ 日本庭園

甘味処「さくら」の既存建物を活用し、和モダンのカフェへリノベー

ションする。

⑥ 温室

カウンターやテーブルを配置し、飲食やテレワークが可能な空間とする。

屋根等の清掃・修繕を行う。
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⑦ フラワーホール

既存建物を活用し、イベント展示スペースからワークショップやカ

フェ機能を持つ 施設へリノベーションする。

植栽を植え替えるとともに、テラス席を設ける。

⑧ 農園（現在：四季のエリア）

花畑から野菜の収穫体験等ができる農園へ変更する。
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⑨ こもれびの森

現状あまり活用されていないエリアとなっているため、ＤＩＹ・自然

体験（ワークショップ）ができるエリアとする。

⑩ 子ども向け広場

遊具の新設等を実施するとともに、花や自然を子どもに感じさせる工

夫を行う。
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⑪ 芝生の丘

ラウンジテラスを設置するなど、長く滞在したくなる仕掛けづくりを

行う。

⑫ 北ゲート

チケット売場付近の改修を実施する。

⑬ 南駐車場

木を伐採するなどして、駐車場の台数を増加させる。

また、将来的には次世代モビリティの活用を検討する。

⑭ 北駐車場

駐車場のライン引き直し等を実施する。

⑮ 花と緑の学習館

駐車場のライン引き直し等を実施する。
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◼園路整備

各ゾーンの整備計画や劣化具合に応じて改修・修繕を行う。

◼照明

既存照明の劣化具合に応じて修繕を行う。

（冬季のイルミネーションも想定）

◼サイン

園内全てのエリアにおいて、サイン計画を行う。

（メインサイン、園内マップ、ルートサイン、ピクトサイン、

グラフィックサイン）

◼サービス施設

現状園内各所にベンチなどが点在しているが、劣化しているものが多

いため、既存のものは撤去し、新しいものを設置する（ゾーンのテーマ

設定などに合わせて、意匠、素材感の検討を行う）。

整備方針（設備（ランドスケープ））
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◼電気

電気計画や劣化状況に応じて修繕・新設を行う。

ワーケーションを想定し、各所にWi-Fiやモバイルバッテリ－ステー

ションを設置する。

◼給排水設備、厨房設備、空調設備、消防設備

整備計画や劣化具合に応じて改修や修繕を行う。

◼トイレ

内装を刷新し個室ブースを広げ、清潔感の感じられる居心地の良いト

イレとし、園全体のアメニティ向上につなげる。

整備方針（設備（建築））

◼東屋

既存建物を活用しつつ、劣化や破損の生じている部分を修復する。

「立ち寄りたい場所」「写真を撮りたい場所」「ワーケーション」と

して機能する場とする。



ア 年間を通じた多彩なワークショップ等の開催

○園内の花のワークショップ

• 花の摘み取り体験

• フラワーアレンジメント、リース、スワッグ、オーナメント作り

• アロマミスト作り など

○地元の作家やアーティストを活用したワークショップの開催

• DIY・工芸品の制作 など

○自然体験

• 火起こし体験、ツリークライミング など
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以下のソフト対策を行うことにより、四季を通じた賑わいを創出する。

（７）ソフト対策

イ 食を通じた体験

• 野菜の収穫体験

• 県産農畜産物を活用したオリジナルメニューの提供
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ウ ワーケーション

花や緑あふれる環境で、自然に囲まれながら仕事ができる、ワークプ

レイスを構築。

※園内全体でワーケーションができるよう、Wi-Fiの環境整備を行うととも

に、モバイルバッテリーステーションも園内にくまなく配置。

エ デジタル化

• 園内アプリの開発

• チケット購入等の電子化

• プロジェクションマッピング 等



花と自然の魅力を伝え、日常に「花」のある文化を根付かせる
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花き振興の強化

７ 果たすべき役割等

ぐんまフラワーパークを“花き振興の拠点”と位置づけ、
花に興味を持ってもらうきっかけとなり、幅広い世代へ
花き需要を喚起する。

花壇苗、アジサイ、クレマチスなど県産花きを花壇で使用

【具体的な取組案】

（1）花壇に県産花きを使用
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県産花きを使用したフラワーアレンジメント、リース、スワッグ、オー

ナメント作り

（2）園内での県産花きを使用したアレジメント作りなど

園内での花の体感度の向上により花への関心を高めるとともに、県産花

きの販売を充実させることにより、園内における花き販売額の向上を行う。

（3）園内における県産花きの販売の強化

切り花マルシェ販売や産地見学・花農家収穫体験ツアーの開催

（4）県内花き生産者との連携

園内植物の説明を充実させるとともに、デジタルを活用した花の情報発

信等も検討を行う。

（5）園内植物説明の充実



花と遊ぶ
↓

自然にふれ、豊かな心を育む
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花育や木育などの学習機能

• コンセプトである“ENJOY-花と遊ぶ”を体現したコンテンツが花育や木

育といった環境教育の一助となることを目指す。

• 花や緑を中心とした自然の要素にふれあう様々な体験をつくることで

直接的な知識や経験だけでない五感で感じる生の感覚や気づき、発見、

が訪れる人々の心を育む機会となる。

• また、地域で生産されている花や野菜を象徴的に入れていくことで、

文化の再発見や土地への愛着のきっかけづくりの場とする。
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花を通して

人が出会い、繋がっていく場所。

HUB=拠点として、

地域の人々、ここにしかない

土地の魅力的が集まり、

コミュニティが広がっていき、

新しい価値をめぶかせる場所。

赤城エリアの活性化・他施設との連携

赤城山周辺は、公園、観光農園、道の駅、飲食施設、公共施設などが

多数存在するが、集客の核となる施設がない。

ぐんまフラワーパークが集客の核・HUB拠点となり、

赤城エリア活性化の好循環を創出

• 群馬県、赤城エリアへの観光・旅行を牽引する施設

（目的地となるための魅力化、交流人口の増加）

• 周辺施設との連携強化やエリアブランディングによる観光エリア

構築を検討

（周遊を促す過ごし方の提案、滞在時間の延伸）
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• 道の駅（まえばし赤城）

新しい道の駅「まえばし赤城」が令和５年

３月にオープン予定である。道の駅では、農

畜産物の直売所地元産メニューを活用したレ

ストランが出店し、温浴施設やキャンプ体験

施設、観光案内所も備える。

年間８０～１００万人の来場者を見込み、

赤城山観光の新たな玄関口として期待されて

おり、当該道の駅との連携を検討していく。

• 県立赤城公園

県立赤城公園の活性化に向けた基本構想を

策定。

赤城エリアが持つ自然環境やアウトドア資

源等を活用し、アウトドアフィールドや体験

型交流拠点施設の整備が進められている。

赤城エリアであり、自然・環境といった共

通点があるため、赤城の山頂とも連携し、相

互の観光客の増加を目指していく。

• ぐんま昆虫の森

全国的にもユニークな「昆虫」をテーマに

した体験型教育施設であり、昆虫を間近で観

察することができる。

ぐんまフラワーパークから距離的にも近く、

自然・生き物といった共通点もあるため、連

携の強化を図る。

周辺施設との連携
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群馬県、栃木県、茨城県の花の施設と連携し、高速道路網を活用した

広域的な周遊ネットワークを形成し、インバウンド需要により、訪日外

国人観光客の増加を図る。

北関東フラワーパークラインとの連携

構成庭園：あしかがフラワーパーク、国営ひたち海浜公園など


